
特定外来生物等の選定作業が必要と考えられる外来生物 

及び輸入届出が出された未判定外来生物に係る 

情報及び評価（案） 

 

１．ヒアリ類（ヒアリ、アカカミアリを含む４種群23種及び各種間の交雑種）---- 1 

◆ソレノプスィス・ゲミナタ種群 Solenopsis geminata species group 6 種 
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２. ハヤトゲフシアリ（Lepisiota frauenfeldi）-------------------------- 18 

 

３．ザリガニ類４科 -------------------------------------------------------- 22 
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◆ミナミザリガニ科の全種 Parastacidae spp. 
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ウトゥリクラリア・プラテンスィス（Utricularia platensis）---- 46 
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１．ヒアリ類（ヒアリ、アカカミアリを含む４種群 23 種及び各種間の交雑種） 

 

 ソレノプスィス・ゲミナタ種群 Solenopsis geminata species group    6 種 

S. amblychila, S. aurea, S. bruesi, S. gayi, S. geminata (アカカミアリ), S. xyloni 

 ソレノプスィス・サエヴィスィマ種群 Solenopsis saevissima species group  14 種 

S. daguerrei, S. electra, S. hostilis, S. interrupta, S. invicta (ヒアリ), S. macdonaghi,  

S. megergates, S. metallica, S. pusillignis, S. pythia, S. quinquecuspis, S. richteri (クロヒアリ),  

S. saevissima, S. weyrauchi 

 ソレノプスィス・トゥリデンス種群 Solenopsis tridens species group    2 種 

S. substituta, S. tridens 

 ソレノプスィス・ヴィルレンス種群 Solenopsis virulens species group   1 種 

S. virulens 

 

○分類  ハチ目 アリ科 トフシアリ属 

 

○評価 特定外来生物（アカカミアリ、ヒアリは既に特定外来生物） 

 

○生態系被害防止外来種リスト 

アカカミアリ：緊急対策外来種 

ヒアリ：侵入予防外来種 

 

○原産地 

 Solenopsis geminata species group 
S. amblychila アメリカ合衆国西南部～メキシコ北部 

S. aurea アメリカ合衆国西南部～メキシコ北部 

S. bruesi ペルー 

S. gayi チリ～ペルー南部 

S. geminata（アカカミアリ） アメリカ合衆国南部、中央アメリカ、南アメリカ北

部、カリブ諸島 

S. xyloni アメリカ合衆国西南部～メキシコ北部 

 Solenopsis saevissima species group 
S. daguerrei ブラジル中西部、アルゼンチン 

S. electra アルゼンチン西部、パラグアイ、ボリビア（アンデス山麓） 

S. hostilis ブラジル 

S. interrupta アルゼンチン西部、ボリビア 
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S. invicta（ヒアリ） ブラジル中西部～南部、ボリビア、ウルグアイ、アルゼンチ

ン北部 

S. macdonaghi ウルグアイ、アルゼンチン北部 

S. megergates ブラジル南東部 

S. metallica ブラジル 

S. pusillignis ブラジル中西部 

S. pythia ブラジル、アルゼンチン 

S. quinquecuspis アルゼンチン、ウルグアイ、ブラジル 

S. richteri（クロヒアリ） ブラジル南東部、アルゼンチン中央東部 

S. saevissima ブラジル 

S. weyrauchi ペルー側とボリビア側のアンデス山脈 

 Solenopsis tridens species group 
S. substituta ブラジル中央東部 

S. tridens ブラジル東北部 

 Solenopsis virulens species group 
S. virulens 南米に広く分布（ブラジル・コロンビア・エクアドル） 

 

○定着実績 

 Solenopsis geminata species group  
アカカミアリが北米から南米、オセアニア、東南アジア、南アジア、西ア

ジア、ヨーロッパ南部、アフリカ、マダガスカル、オーストラリアと広く定

着している。日本には南西諸島（沖縄本島，伊江島），火山列島（硫黄島）に

侵入している。 

 Solenopsis saevissima species group 
ヒアリ（S. invicta）がオーストラリア、北米、台湾、中国南部等に定着

している。物資の移動に伴い非意図的に導入されたものと考えられる。1930

年頃、輸送船を通じてブラジル南部からアメリカ合衆国アラバマ州の港に持

ち込まれたのが最初の侵入事例とされる。 

クロヒアリ（S. richteri）は南米から北米への移入時期は 1918 年頃であ

るとされており、ヒアリと同様にアラバマ州の港に輸送船を通じて持ちこま

れたのが最初とされる。 

 Solenopsis tridens species group 
なし 

 Solenopsis virulens species group 
なし 
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○評価の理由 

ヒアリ、アカカミアリの分布拡散にともない、世界的に生態系、農業、人体

への影響が見られているが、いわゆるヒアリ類（Fire ants）と呼ばれる 4種

群の 23 種は形態的に酷似しており分類が困難であること、雑種を形成するこ

と、生態的にも類似しており同様の被害を及ぼすおそれがあることから、4種

群およびその雑種を含む指定が必要であると考えられる。なお、トフシアリ属

には在来のトフシアリ、オキナワトフシアリを含めて 220 種程度が含まれて

いる。 

 

○被害の事例 

【生態系に係る被害】 

 Solenopsis geminata species group  
＜交雑＞ 

 南北アメリカの各地にて S. xyloni とアカカミアリ（S. geminata）の

間で雑種交雑が起こっている(Hung and Vinson, 1977)。 

＜競合＞ 

 硫黄島においては他のアリ類を駆逐し最優占種となっている（寺山・

森, 2014）。硫黄島の個体群が定着している状態では、小笠原諸島、そ

して本土に侵入するリスクは非常に高いものと推定される(山本・細

石, 2010)。 

＜捕食＞ 

 アカカミアリは、攻撃的で高い採餌能力を持ち、他の小型節足動物な

どを捕食し、在来の生物多様性を減少させることが知られている

(Holway et al., 2002; 寺山, 2018)。 

 アカカミアリにより、チョウ、ウミガメの孵化幼体や、地上に巣を作

るウズラ類のひな、リクイグアナ、リクガメ、マングース等が襲われ

ることがある(Holway et al., 2002)。 

 アメリカ合衆国において、S. xyloni により他の在来アリのコロニーが

襲撃された(Wheeler and Wheeler, 1986)。 

 Solenopsis saevissima species group 
＜交雑＞ 

 北米の複数のアリ種（在来および導入の両方）が南米の種と広範囲に

交雑することが報告されている（Shoemaker et al., 1996; Cahan and 

Vinson, 2003; Ross and Shoemaker, 2005）。ヒアリの侵入先であるア

ラバマ州、ミシシッピ州では、クロヒアリと雑種を作っている

（Holway et al., 2002）。ヒアリとクロヒアリの雑種は親種よりも高
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い耐寒性をもつことから、定着可能圏が北上する可能性がある (James 

et al., 2002)。 

 ブラジルの沿岸に沿って分布する S. saevissima の系統がアカカミア

リと交雑していると考えられ、種群間雑種ができる可能性が示唆され

ている(Ross et al., 2010)。 

＜捕食＞ 

 この種群のアリは極めて攻撃的で、節足動物の他、爬虫類、小型哺乳

類をも集団で攻撃し捕食することが知られており、家畜への被害も起

きている（Jouvenaz, 1990; Guillebeau et al., 2002; Holway et 

al., 2002; Tschinkel, 2006; Allen et al，2004; Pitts et al., 

2018）。  

 フランス領ギアナでは、S. saevissima が元々は河岸の森林や牧草地に

のみ分布していたが、熱帯雨林の地域が人為的に破壊されるにつれ、

裸地となった地域に素早く分布を広げており、生態系への影響が懸念

されている(Dejean et al., 2015)。 

 Solenopsis tridens species group 
＜その他＞ 

 アリ類に種子散布を頼る一部の植物種の種子を食し、散布を阻害して

いる(Oliveira et al., 2019)。 

 Solenopsis virulens species group 
 情報なし。 

 

【人の生命・身体に係る被害】 
 Solenopsis geminata species group  

 米軍基地の兵が本種に刺され、重症のアナフィラキシーショックに陥

った例（ハワイ、グアム、沖縄）が報告されている（Helmy, 1970; 

Hoffman, 1997）。死亡例は今のところ確認されていない。 

 Solenopsis saevissima species group 
 本種群のアリはいずれも巣を攪乱するものを敵と認識して集団で防

衛、攻撃する。その刺傷は痛みだけでなく深刻なアナフィラキシーシ

ョックを引き起こすため、危険である(Prahlow and Barnard 1998; 東

ほか, 2008; Pitts et al., 2018; 夏秋, 2020)。本グループのアリの

毒液中の可溶性タンパク質がアレルゲンとなり、種間で共通の成分が

ある(Potiwat and Sitcharungsi, 2015)。ヒアリの毒のタンパク質成

分は、46 種以上が存在するが、それらの内の４種類（Sol i 1，Sol i 

2，Sol i 3，Sol i 4，）がアレルゲンとなる事が知られている。これ
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らのアレルゲンは，スズメバチやアシナガバチ、そしてアカカミアリ

やクロヒアリと交叉反応を引き起こす（Hoffman, 1997; 勝田，2017; 

Potiwat and Sitcharungsi, 2015）。 

 ヒアリによる死亡例は 1988 年段階で分かっただけでも 83 名前後（重

複の可能性があり、確実なものは 32 例）とされている。中国での死者

は 2006 年時点で少なくとも 2名であるが（寺山, 2018）、その後のイ

ンターネット調査等では死亡例が急激に増加したという記録はないよ

うである（Xu et al., 2012, Zhao and Xu, 2015）。台湾でもヒアリに

よる刺咬被害が各地で多発しており、大きな社会問題となっている。

桃園県や台北では 100 校以上もの学内に本種の巣が見られ、生徒や職

員が咬まれる被害が出ている（寺山, 2018）。 

 Solenopsis tridens species group 
 情報なし。 

 Solenopsis virulens species group 
 刺されれば他のヒアリ類以上の激痛であるとされる(Trager, 1991; 東

ほか, 2008)。 

 

【農林水産業に係る被害】 

 Solenopsis geminata species group  
 キュウリ、トマト、綿花、ジャガイモなどを加害する（Holway et 

al., 2002）。農作物やその種子を採食する他、農地に営巣した場合、

農作業の大きな妨げとなる（寺山, 2018）。カイガラムシを本種が保護

することによる農業被害など多くの問題を引き起こす（国立環境研究

所, 2019）。 

 Solenopsis saevissima species group 
 この種群のアリは極めて攻撃的で、節足動物の他、爬虫類、小型哺乳

類を集団で攻撃し捕食することが知られており、家畜への刺咬被害も

起きている（Jouvenaz, 1990; Guillebeau et al., 2002; Holway et 

al., 2002; Tschinkel, 2006; Pitts et al., 2018）。 

 マメ科植物、ジャガイモ等の種子や実生、根などが加害され、枯死す

ることもある（Vinson, 1997; Shatters & Vander Meer 2000; Holway 

et al., 2002; Wang et al., 2019）。 

 香港の都市部の農業者へのインタビューによれば、農地環境の半分程

度に侵入しており、頻繁に刺傷被害に合っているほか、10～80％程

度、作物生産に影響が出ている（Kin et al., 2019）。 

 Solenopsis tridens species group 
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 情報なし。 

 Solenopsis virulens species group 
 情報なし。 

 

【その他の社会的被害】 

 Solenopsis geminata species group  
 電気コードが齧られる被害や、電化製品のスイッチの作動不良を引き

起こす被害が想定される(寺山, 2018) 

 オーストラリア、アメリカ等では防除事業に膨大な費用を要している

（種生物学会, 2010）。 

 Solenopsis saevissima species group 
 ヒアリ類の巣が都市などの構造物や道の下に作られ、それによって倒

壊したり、道に穴が開く危険性がある(Smith, 1965; Stiles and 

Jones, 1998)。 

 信号などのインフラ設備・電気設備に侵入し、漏電による火災や故障

を引き起こし、破壊することがある(Anderson and Vander Meer, 

1993; Slowik et al., 1997; 環境省, 2018)。 

 Solenopsis tridens species group 
 情報なし。 

 Solenopsis virulens species group 
 情報なし。 

 

○生態学的特徴 

 Solenopsis geminata species group  
 巣は土中に作られ、数千から 100,000 個体ほどの働きアリからなる大

きさになる。楯状の低いマウンドを作り、そこに複数の巣口が見られ

る(MacKay et al., 1990; Porter et al., 1988)。 

 アカカミアリは高密度に生息し、巣密度はメキシコで>2500/ha，テキ

サス州で>90/ha といった報告がある (Porter et al., 1988; 寺山, 

2018)。インドでは>6000/ha の巣密度の記録もある (Veeresh, 1990; 

Taber, 2000)。 

 高い採餌能力をもち、雑食性で、動物質から植物質まで幅広く食物と

する（Holway et al., 2002）。アブラムシやカイガラムシ類に多く集

まり甘露を摂取する(東ほか, 2008)。 

 Solenopsis saevissima species group 
 ヒアリ（S. invicta）の女王アリは１日に約 2000 個もの卵を産むこと



7 
 

ができ、巨大なコロニーを形成する(Davis, 2004; 東ほか, 2008)。産

卵速度は女王の体重に相関し、1時間に 20-170 個、平均 80 個のスピー

ドで卵を産み続けることができる (Tschinkel, 1988; Vander Meer et 

al., 1992)。成熟したコロニーでは働きアリの数は 40 万頭に達する

（東ほか, 2008）。 

 ヒアリ（S. invicta）は雑食性で植物の蜜、アブラムシの分泌する甘

露、小昆虫、小動物、動物の死骸、生ごみなども餌にする (寺山, 

2018)。集団で攻撃して節足動物を補食するほか、爬虫類、小型哺乳類

を補食し、鳥類の営巣・雛の成育にも影響を及ぼすこともある。農作

物やその種子も食す（Allen et al, 2004）。 

 Solenopsis tridens species group 
 情報なし。 

 Solenopsis virulens species group 
 情報なし。 

 

○我が国への侵入経路 

 Solenopsis geminata species group  
 意図的な輸入はないが、その生態からコンテナ等に付着して非意図的

に侵入しやすい。2017 年以降、国内でもアカカミアリの発見事例が相

次いでいる。コンテナ内から発見される事例が多いが、港湾のコンテ

ナヤードにおける営巣が確認されたほか、内陸の住宅で女王が発見さ

れた例もある。 

 Solenopsis saevissima species group 
 意図的な輸入はないが、その生態からコンテナ等に付着して非意図的

に侵入しやすい。2017 年以降、国内でヒアリの発見事例が相次いでい

る（2020 年 4 月までに 49 例）。コンテナ内から発見される事例は多

く、コンテナヤードや周辺域での営巣も確認されたことから、コンテ

ナから漏れ出している可能性が指摘されている。 

 Solenopsis tridens species group 
 情報なし。 

 Solenopsis virulens species group 
 情報なし。 

 

○形態的特徴並びに近縁種、類似種などについて 

トフシアリ属のうち、ヒアリ類（Fire ants）とされる北米～南米に生息す

る 4 種群 23 種は、触角鞭節第 2 節（多くの場合第 3 節も）が幅より長さが長
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いことでその他の種群と区別される（Pacheco et al., 2013; 東ほか, 2008）。 

 Solenopsis geminata species group  
 体長 3～8mm。赤褐色で頭部は褐色。頭部頭盾中央に小さな突起を持つ

が目立たないか、欠失する。触角柄節は一般に短い。腹柄節下面には

よく発達した隆起がある（東ほか, 2008; Pitts et al., 2018）。ワー

カーは顕著な多型(Pitts et al., 2018)。同種群内の種はいずれも形

態が似ており、形態観察による識別は困難である (Pitts et al., 

2018)。 

 Solenopsis saevissima species group 
 働きアリは体長 2～6mm。体色は赤褐色～茶褐色もしくは黒色。頭部頭

盾中央に 1本の剛毛をそなえる。触角柄節が 10 節で先端 2節は棍棒

状。腹柄は 2節で腹部の基部に接続する。最初の鞭節が長い。腹柄お

よび頭盾中央の歯が欠如もしくは小型化(Pitts et al., 2018)。働き

アリは多型性(寺山, 2018; Pitts et al., 2018)。いずれも形態観察

による識別が困難 (Taber, 2000; Fox et al., 2018)。マイナーワー

カー(小型働きアリ)は形態比較による他種群のヒアリ類との識別すら

難しい(Fox et al., 2018; Pitts et al., 2018)。 

 Solenopsis tridens species group 
 触角柄節が長く、その先端は頭部後縁の角を越え、前伸腹節の腹柄節

との接続部にある綾縁部はよく発達し、腹柄節の柄部は長い (Pitts 

et al., 2018)。ワーカーが単型(Trager, 1991; Pitts, 2002; Pitts 

et al., 2005; Pitts et al., 2018)。複眼の大きさ、後腹柄節、およ

び体色から S. virulens species group との識別が可能 (Trager, 

1991; Pitts et al., 2018)。 

 Solenopsis virulens species group 
 ワーカーは単型。複眼は小さい (20-60 facet)。鞭節の第１節で長さ

より幅が広い。後腹柄節は拡張していない (Pitts et al., 2018)。

  

○防除に関する情報 

根絶成功を確認するためのモニタリングは困難かつ高コストとなることか

ら、近年開発されている検出率モデル（Ramsey et al., 2009; Ramsey et 

al., 2011）等の技術により、迅速に、安価に、効果的な根絶が可能になる

ことが期待されている。 

 Solenopsis geminata species group  
 ベイト剤の使用等が挙げられるが（Plentovich et al., 2010）、現状

において防除方法は確立されていない。 
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 Solenopsis saevissima species group 
 ヒアリに感染するとされるウィルス（３INV）を飼育下でヒアリを含む

同属の近縁種 5種に暴露した結果、ヒアリのみ発症した。種特異的な

防除への応用が期待される(Porter et al., 2015)。 

 アメリカ農務省等によりヒアリの寄生バエであるノミバエの研究が進

められている。 (Porter, 1998)。 

 ワサビなどの辛み成分「アリルイソチオシアネート」を含むマイクロ

カプセルのヒアリに対する忌避効果が確認された (Hashimoto et al., 

2019)。 

 ヒアリ根絶の成功事例の多くは 10 ヘクタール以下であるが、最大はオ

ーストラリアのブリスベン港の 8,300 ヘクタールのヒアリ根絶事例で

ある(Hoffmann et al., 2016)。オーストラリアでは 14 年間で 3.2 億

オーストラリアドル（約 270 億円）を費やしている (Wylie et al., 

2016; 寺山, 2018)。 

 ヒアリの最大の被害国のアメリカ合衆国では年間 6000-7000 億円の被

害が生じている。テキサス州だけでも、年間 1300 億円の被害が生

じ、年間防除費用は 300 億円が費やされている（Lard et al., 2002; 

寺山, 2018）。 

 ニュージーランドはヒアリを国土から根絶できた唯一の国であり、早

期の対処と適切な殺蟻剤の選択と散布、またニュージーランドは涼し

いのでコロニーがそれほど早く成長しなかったこと等が成功の要因と

考えられる(Morrison et al., 2004)。例えば、オークランド空港で発

見されたケースでは、2年間のヒアリ根絶事業に費やされた予算は 1.2

億円である(寺山, 2018)。 

 中国では現在林業、農業、環境に関する各セクションが防除を行って

いる。広東省のみでも年間 1億元（150 億円）以上の対策費用が捻出さ

れている(自然環境研究センター, 2018)。 

 台湾では桃園県の石門でのヒアリ侵入地帯 13 ha(1578 巣)の根絶成功

例もある (Hwang, 2009)ものの、十数年間で約 36 億 5000 万円の防除

費用をかけたが(寺山, 2018)、全国的な封じ込めには成功していな

い。 

 Solenopsis tridens species group 
 情報なし。 

 

 Solenopsis virulens species group 
 情報なし。 
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２．ハヤトゲフシアリ※（Lepisiota frauenfeldi） 

※別名 ブラウジングアント 
 

 

○分類 ハチ目 アリ科 トゲフシアリ属 

 

○評価 特定外来生物 

 

○生態系被害防止外来種リスト  掲載なし 

 

○原産地 南ヨーロッパ 

 

○定着実績 

人為的に分布を拡大し、地中海沿岸から中近東、マダガスカル、インド、オー

ストラリア、グアム、マレーシア、東ティモール、台湾で生息が確認されている。

グアム島では防除が実施され根絶された。近年、別亜種の L. frauenfeldi 

kantarensis がカナリア諸島に侵入している。日本国内では 2017 年に名古屋の

飛島埠頭および鍋田埠頭、東京の青海埠頭、2018 年に大阪のコンテナ埠頭、博

多の箱崎埠頭で侵入、定着が確認されている。2019 年には志布志港で侵入が確

認されている。 

 

○評価の理由 

 アルゼンチンアリと同程度の侵略性があるとの指摘があり、オーストラリア

やグアムでは深刻な被害をもたらしうる侵略的外来アリとして防除が進められ

ている。侵入防止及び初期侵入段階での早期防除、分布拡大防止を進める観点

から、特定外来生物への指定を検討すべきと考えられる。 

 

○被害の事例 

【生態系に係る被害】 

 アブラムシやカイガラムシを強く保護し、それによって増殖したアブラム

シ等により農作物や園芸植物、自然植生等に影響を与える(寺山, 2018)。 

 捕食対象とする動物種としては、アリ、ハムシ、コガネムシ、コメツキム

シ、ゾウムシ、バッタ、コオロギ、ゴキブリ、カメムシ、ハエ、ヒメバチ、

ハバチ、クモ、ムカデ、ダンゴムシ、ヤスデなどが見られる(寺山, 2018)。 
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【人の生命・身体に係る被害】 

 情報なし 

 

【農林水産業に係る被害】 

 アブラムシやカイガラムシを強く保護し、それによって増殖したアブラ

ムシ等により農作物や園芸植物、自然植生等に影響を与える(寺山, 

2018)。 

 

【その他の社会的被害】 

 生態的にアルゼンチンアリに類似していることから、本種が住宅地で発

生した場合、頻繁に家屋への侵入を受けると考えられ、家屋害虫として

も注意すべきである(寺山, 2018)。 

 

○生態学的特徴 

 多女王制でスーパーコロニーを形成することから、他の侵略的外来アリ

と同様に生態的攪乱者となることが懸念される(寺山, 2018)。 

 小型であるが攻撃性が高く、他種のアリを集団で襲い捕食するアリ食い

アリである(寺山, 2017; Northern Territory Government of Australia, 

2019)。アリのみならず、他の昆虫類や節足動物も捕食する(寺山, 2017; 

2018)。 

 

○我が国への侵入経路 

 意図的な輸入はないが、その生態からコンテナ等に付着して非意図的に侵

入しやすい。これまでに国内で発見された 5 地域は全て港湾地域である。 

 

○形態的特徴並びに近縁種、類似種などについて 

 働きアリは体長 2.5～4mm。11 節からなる長い触角を持つ。大きな複眼を

持つ。中胸部が細くくびれ、腹柄節背面に１対の刺状突起を持つ点でヤマ

アリ亜科の他の属から区別される(寺山, 2017)。 

 触角が頭部後端より長く、前胸背に 1対の剛毛、腹部に立毛を持ち、中胸

が赤みを帯びること、頭部と胸部には表面彫刻があり光沢がないこと、腹

柄節が明確に尖ることから、およそ類似種と区別される(Sharaf et al., 

2016)。ただし、トゲフシアリ属の網羅的な整理はされていないため、注

意は必要である。 

 脚が長く、在来種ではみられないような素早さで移動する(寺山, 2018)。 

 ハヤトゲフシアリには現在 16 亜種が記載されているが、これらを形態的
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に識別できる明確な基準がなく、分類学的再検討が必要である(寺山, 

2018)。 

 

○防除に関する情報 

 2005 年 10 月にコロニーが発見されたグアム国際空港では、2007 年 3、4

月に 2 度に渡りベイト剤を散布し、1 年後の 2008 年 4 月に根絶を確認し

た(Hoffmann et al., 2011)。 

 オーストラリアのパース国際空港の侵入地では、2013 年 12 月よりハヤト

ゲフシアリの侵入地域 60ha に、ピリプロキシフェンを含ませたベイト剤

を散布した。2014 年 1 月にフィプロニルのスプレー散布を全域に、その

後アリが残存している場所を確認しつつ、重点的なフィプロニルの散布

を実施。同年 3 月より 2 年間の監視期間を経て、2016 年 4 月に根絶を宣

言した。(寺山, 2017; Hoffmann et al., 2016)。 

 オーストラリア、ベルモントの個体群には 2014 年 10 月からベイト剤散

布し、3週間後に殺虫剤のスプレー散布を実施した。その後は、残存する

コロニーにスプレー散布を実施し、2016 年 12 月に根絶を発表した(寺山, 

2018)。 

 名古屋では 2017 年より愛知県、飛島村、弥富村、名古屋市、名古屋港湾

組合の協力体制によって、遅効性のベイト剤と液剤を併用した防除を実

施中である（環境省, 2018）。 

 東京港青海埠頭では 2017 年、2018 年と繰り返し同地域で確認されたこと

から、フィプロニル液剤およびジノテフラン液剤を散布して防除が開始

されている(環境省, 2018)。 

 福岡市箱崎埠頭では、2018 年より福岡市、環境省、九州大学の協力体制

によって、ベイト剤およびフィプロニル液剤を散布し、防除を継続的に行

っている(環境省,2018)。 
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３．ザリガニ類４科 

 

◆ザリガニ科（Astacidae spp.） 

 

○分類    エビ目 ザリガニ科 

 

○評価 特定外来生物 

 

○生態系被害防止外来種リスト - 

 

○原産地 中央アジアからヨーロッパとアメリカ合衆国北西部及びカナダ

南西部。 

 

○定着実績 ヨーロッパザリガニ（Astacus astacus）（アスタクス属として特

定外来生物）はイギリスやスペインなどのヨーロッパ各地の非

分布域の他、アフリカのモロッコで移入による分布が確認され

ている（Souty-Grosset et al., 2006）。同属の特定外来生物の

ターキッシュクレイフィッシュ（A. ｌeptodactylus）もヨーロッパの非分

布域の広域で移入による分布が確認されている。ウチダザリガニ

（Pacifastacus leniusculus）（特定外来生物）は日本とヨーロッパの広

域に移入され、定着している。国内には水産資源として導入され、現

在では北海道、福島県、長野県、福井県、滋賀県に分布するほか、

宮城県、新潟県、栃木県、千葉県でも確認されている（自然環境研

究センター（編著） , 2019）。 

 

○評価の理由 

特定外来生物であるアスタクス属やウチダザリガニなど、国内で既に被害を

及ぼしている又は被害を及ぼす恐れが指摘されている種を含んでおり、同属他

種等に同様の性質を持つ種がある可能性があり、国内に定着すればニホンザリ

ガニとの競合や、植物の切断による環境の改変や在来動植物の補食等により在

来の淡水生態系に大きな影響を与える可能性がある。また、ザリガニペスト（ア

ファノマイセス菌）1や白斑病のキャリア（保菌者）になることから、定着可能

性の有無に関わらず、在来の絶滅危惧種であるニホンザリガニを含む淡水生態

系やエビ・カニ類の養殖業に大きな影響を与える可能性がある。 
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 1ザリガニペスト 

ザリガニカビ病とも呼ばれ、北アメリカ原産のアファノマイセス菌を病原菌とする。

北アメリカ産のザリガニ類はこの菌に耐性があるが、他の地域のザリガニは感染すると

死に至る。ザリガニにより媒介されるだけでなく、水域を通じても拡散する。アファノ

マイセス菌は、IUCN の世界の侵略的外来種ワースト 100 に選定されている。 

 

○被害の事例 

【生態系に係る被害】 

 ウチダザリガニは隠れ家をめぐる競争ではニホンザリガニよりも本

種が優位となって、隠れ家を占有することが知られている（Nakata 

and Goshima, 2003）。また、室内実験において、ニホンザリガニを積

極的に捕食することが確認されている（Nakata and Goshima, 2006）。 

 ウチダザリガニの分布する釧路湿原国立公園では、ニホンザリガニ、

キタサンショウウオ、エゾホトケドジョウ、エゾトミヨ、マルタニシ

などの希少な生物が生息しており、捕食などにより湿原生態系を攪乱

している可能性がある（日本生態学会 (編), 2002）。阿寒湖ではマリ

モに穴をあける被害が確認されている（自然環境研究センター（編著） , 

2019）。 

 ターキッシュクレイフィッシュ（A. ｌeptodactylus）はヨーロッパザリ

ガニと置き換わるように急増した例がある（自然環境研究センター（編

著） , 2019）。 

 アスタクス属はニホンザリガニと生息空間や食物をめぐり競合する

おそれがある（自然環境研究センター（編著） , 2019）。 

 ザリガニ類は様々な動物質も植物質も食べる雑食性で、高密度になる

と水草や稲、底生無脊椎動物などの捕食によって生態系へ影響を及ぼ

す可能性がある（西川ほか, 2017）。 

 ザリガニ類は水草を切断するなどして水生植物帯を破壊し、在来生態

系に影響を及ぼすことが知られている（西川ほか, 2017; 自然環境研

究センター（編著）, 2019）。 

 ウチダザリガニはザリガニペスト（アファノマイセス菌）のキャリア

になり、ヨーロッパ諸国でザリガニペストを蔓延させ、在来ザリガニ

の個体群を地域的に壊滅させるほどの大きな影響を与えている

（Edgerton, 2002; Edgerton, et al., 2004; Mrugała et al., 2014）。

ニホンザリガニはこの病原菌への感受性が高く（Unestam, 1969）、影

響が懸念される。 
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 Austropotamobius pallipes はザリガニペストへの耐性があるものが

確認されており、ザリガニペストのキャリアとなる（Martín-T et al., 

2017）。 

 ヨーロッパザリガニとターキッシュクレイフィッシュは白斑病など

のウイルス病のキャリアとなる。白斑病は宿主特異性が低く様々な十

脚目甲殻類に感染するため、在来甲殻類に壊滅的な影響をもたらすこ

とが懸念される（Stentiford et al., 2009; 西川ほか, 2017）。 

 ペットとして取引されるザリガニ全般に対してザリガニペストや白

斑病のキャリアとなる可能性があることが指摘されている（Mrugała 

et al., 2014）。 

 東北北部から北海道には日本固有で絶滅危惧種のニホンザリガニが

生息しており（中田・松原, 2011）、北米産のザリガニが導入されれ

ば病原菌の蔓延などにより深刻な影響を与える可能性がある（西川ほ

か, 2017）。 

 

【経済・産業に係る被害】 

 ウチダザリガニは魚卵の捕食等によって水産有用種に影響を与えて

いる可能性が指摘されている（自然環境研究センター（編著） , 2019） 

 

○被害をもたらしている要因 

（１）生物学的要因 

 雑食性で多様なものを餌とすることが出来る。特にウチダザリガニは

ザリガニ類も捕食し、共食いも見られる（GISD; 日本生態学会 (編), 

2002）。 

 Pacifastacus 属はアメリカ合衆国北部からカナダ南部原産であるた

め、冬の低水温に耐えられ特にニホンザリガニの生息域である東北地

方や北海道に定着し、競合する可能性がある。また、ターキッシュク

レイフィッシュやヨーロッパザリガニなどはヨーロッパ北部を原産

地に含み、Pacifastacus 属同様にニホンザリガニの生息域である東北

地方や北海道に定着し、競合する可能性がある（Souty-Grosset et al., 

2006）。 

 ウチダザリガニは結氷下で越冬可能で低水温に強い耐性がある。水温

30℃程度まで生残が可能（Nakata, et al., 2002） 

 

（２）社会的要因 

 2003 年当時はヨーロッパザリガニ、ターキッシュクレイフィッシュ、
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Austropotamobius pallipes、A. torrentium、ウチダザリガニがペッ

トとして流通していた（ジャパンクレイフィッシュクラブ編, 2003）。

このうち、Austropotamobius 属の 2 種以外は特定外来生物に指定さ

れ、輸入、飼育等は規制されている。 

 

○特徴並びに近縁種、類似種などについて 

 4 属 26 種・亜種を含む（Crandal & Grave, 2017）。 

 ターキッシュクレイフィッシュは体長 20cm 程度、ウチダザリガニは

体長 15cm 程度、Austropotamobius pallipes は体長 12cm 程度と大型

になる（自然環境研究センター（編著） , 2019; Souty-Grosset et al., 

2006）。 

 国内に同科の在来種はいない。 

 ミナミザリガニ科は雌雄共に第 1腹肢を欠き、オスの第 1腹肢が生殖

器とならない点で識別可能である（川井・高畑（編著）, 2010）。アメ

リカザリガニ科及びアジアザリガニ科はオスの第 1腹肢（生殖器）の

先端に 3本の棘があり、歩脚の座節に鍵状の突起がある点で、雌の場

合は受精嚢が発達する点で識別可能である。ただし、幼体の場合の識

別は困難。 
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◆アメリカザリガニ科（Cambaridae spp.）（アメリカザリガニ

（Procambarus clarkii）を除く） 

 

○分類    エビ目 アメリカザリガニ科 

 

○評価 特定外来生物 

 

○生態系被害防止外来種リスト - 

 

○原産地 北米、中米。カナダ、アメリカ合衆国、ホンジュラス、ベリーズ、

グアテマラ、キューバ。 

 

○定着実績 少なくとも以下の事例が知られている。ビックウォータークレ

イフィッシュ（Cambarus robustus）がアメリカ合衆国の自然分

布域外の数カ所（コネチカット州、マサチューセッツ州、ミシガ

ン州、ニューヨーク州、バーモント州）とカナダのケベック州に

分布することが知られている（Donahou et al., 2020）。ラステ

ィ―クレイフィッシュ（特定外来生物）（Faxonius2 rusticus）

がアメリカ合衆国の 20 州の自然分布域外及びカナダの 2 州の

他、フランスに定着している（ISSG、自然環境研究センター, 

2019）。ノーザンクレイフィッシュ（F. virilis）がアメリカ合

衆国の 20 州以上の自然分布域外とカナダ、オランダ、スウェー

デン、イギリスに定着している。この他、リングドクレイフィッ

シュ（F. neglectus neglectus）がアメリカ合衆国の自然分布

域外であるミズーリ州に定着し、F. limosus がヨーロッパに広

く、F. immunis がドイツに定着している。Procambarus 

zonangulus がドイツとスペインの自然水域に放されたことが知

られている（Leppäkoski et al., 2002）。ミステリークレイフ

ィッシュ（P. virginalis）は、ドイツ、オランダ、イタリア、

ハンガリー、ウクライナ、スロバキア、クロアチア、スウェーデ

ン、マダガスカルで確認事例があるが、再生産が確認されている

のはドイツ、オランダ、マダガスカルのみであり、マダガスカル

以外での再生産の確認例は少ない（ Invasive Species 

Compendium; 川井・高畑（編著）, 2010）。 Cambarellus 

patzcuarensis がハンガリーで定着している（Weiperth et al., 
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2017）。 

日本国内では、ミステリークレイフィッシュが 2006 年に北海道、2016

年に愛媛県の水域で確認されているが、定着は報告されていない。

ただし、国内の野外で確認されるのはアメリカザリガニであるという

先入観から、他にも多数、未報告の分布地がある可能性は否めな

いと指摘されている。 

 

 2Faxonius 属 

従来、ラスティ―クレイフィッシュの属名には Orconectes が用いられていたが、

Crandal & Grave, 2017 で示された新しい分類体系により、Orconectes 属に含まれてい

た種の多くは Faxonius 属に移行した。 

 

○評価の理由 

特定外来生物であるラスティークレイフィッシュや、海外で在来種に被害を

及ぼしているノーザンクレイフィッシュ、ミステリークレイフィッシュなどの

種を含んでおり、同属他種等に同様の性質を持つ種がある可能性があり、国内

に定着すればニホンザリガニとの競合や、植物の切断による環境の改変や在来

動植物の補食等により在来の淡水生態系に大きな影響を与える可能性がある。

特にミステリークレイフィッシュはペットとして比較的安価に販売されてお

り、単為生殖を行うため、1個体からでも個体群形成が可能で、定着の危険性

が高い。また、ザリガニペスト（アファノマイセス菌）や白斑病のキャリア（保

菌者）になることから、定着可能性の有無に関わらず、在来の絶滅危惧種であ

るニホンザリガニを含む淡水生態系やエビ・カニ類の養殖業に大きな影響を与

える可能性がある。 

 

○被害の事例 

【生態系に係る被害】 

 海外の移入地域における生態系被害の報告例は知られていないが、ビ

ックウォータークレイフィッシュの分布拡大がアパラチアンブルッ

ククレイフィッシュ（Cambarus bartonii bartonii）を競争によって

排除することが懸念されている（Guiasu and Donahou, 1999）。 

 ラスティ―クレイフィッシュ（Faxonius rusticus）はアメリカ合衆

国の侵入地において在来のノーザンクレイフィッシュ（F.virilis）

と F. gropinquus を競争により駆逐した（GISD）。 

 ノーザンクレイフィッシュ（Faxonius virilis）はアメリカ合衆国で

在来の絶滅危惧種を含む同属及び Cambarus 属のザリガニと置き換わ
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った（GISD）。 

 ラスティ―クレイフィッシュ（Faxonius rusticus）とノーザンクレ

イフィッシュ（Faxonius virilis）は、アメリカ合衆国の侵入地にお

いて、さまざまな小動物を捕食したり、水生無脊椎動物や魚類の生息

場である水生植物帯を破壊したりして生態系に影響を及ぼしている

（GISD; 自然環境研究センター（編著）, 2019）。 

 リングドクレイフィッシュ（Faxonius. neglectus neglectus）の侵

入は、ミズーリ州において絶滅危惧種の F. eupunctus の保全の脅威

になっている（Imhoff et al., 2012）。 

 ミステリークレイフィッシュはヨーロッパでは 2004 年に野外で初確

認された後に急速な分布の拡大と定着を続けている（Chucholl, 

2012）。食用に持ち込まれたマダガスカルでは水田や水路、養殖池な

どで非常に高密度に定着している(Jones et al., 2009)。 

 モデルを用いた侵略性の判定によると、アメリカザリガニ科の 14 種

（Faxonius causeyi、F. hylas、F.immunis、F. jonesi、F.juvenilis、

F. limosus、F. neglecutus、F. obscurus、F. propinquus、F. rusticus、

F. virilis、Procambarus clarkii、P. fallax、P. zonangulus）が

侵略性があると判定された（Aquatic Invaders in the Marketplace, 

2020）。 

 ザリガニ類は様々な動物質も植物質も食べる雑食性で、高密度になる

と水草や稲、底生無脊椎動物などの捕食によって生態系へ影響を及ぼ

す可能性がある（西川ほか, 2017）。 

 ザリガニ類は水草を切断するなどして水生植物帯を破壊し、在来生態

系に影響を及ぼすことが知られている（西川ほか, 2017; 自然環境研

究センター（編著）, 2019）。 

 アメリカザリガニ科の種はザリガニペスト（アファノマイセス菌）に

耐性があるためこの病気のキャリアになる。アメリカザリガニ科のい

くつかの種はヨーロッパ諸国でザリガニペストを蔓延させ、在来ザリ

ガニの個体群を地域的に壊滅させるほどの大きな影響を与えている

（Edgerton, 2002; Edgerton, et al., 2004; Mrugała et al., 2014）。

ニホンザリガニはこの病原菌への感受性が高く（Unestam, 1969）、影

響が懸念される。 

 ミステリークレイフィッシュと Faxonius punctimanus、F. limosus

は白斑病などのウイルス病のキャリアとなる。白斑病は宿主特異性が

低く様々な十脚目甲殻類に感染するため、在来甲殻類に壊滅的な影響

をもたらすことが懸念される（Stentiford et al., 2009; 西川ほか, 
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2017）。 

 ペットとして取引されるザリガニ全般に対してザリガニペストや白

斑病のキャリアとなる可能性があることが指摘されている（Mrugała 

et al., 2014）。 

 東北北部から北海道には日本固有で絶滅危惧種のニホンザリガニが

生息しており（中田・松原, 2011）、北米産のザリガニが導入されれ

ば病原菌の蔓延などにより深刻な影響を与える可能性がある（西川ほ

か, 2017）。 

 

【経済・産業に係る被害】 

 ミステリークレイフィッシュがキャリアとなる白斑病の感染により、

エビ・カニ類の養殖業に深刻な被害をもたらすことが懸念される（西

川ほか, 2017） 

 

○被害をもたらしている要因 

（１）生物学的要因 

 雑食性で多様なものを餌とすることが出来る（GISD）。 

 アメリカ合衆国北部からカナダ南部原産の種も含むため、冬の低水温

に耐えられ特にニホンザリガニの生息域である東北地方や北海道に

定着し、競合する可能性がある。 

 産卵数が 500 個を超える種も含まれ（ラスティークレイフィッシュ：

最大 575 個、Faxonius lancifer：最大 570 個等）（Invasive species 

compedium;  Donahou et al., 2020）、Cambarus 属や Fallicambarus

属でも 200～300 個（Taylor and Schuster，2005）の種もあり、在来

のニホンザリガニの最大 80 個程度（川井・高畑（編著）, 2010）と

比べて非常に多い。 

 ミステリークレイフィッシュは単為生殖を行うため、1個体でも個体

群形成が可能であり（Martin,et al., 2010）、定着リスクが高く、定

着すれば急増する可能性がある。 

 ラスティークレイフィッシュは近縁の他種との交雑が確認されてい

る（Arcella et al., 2014; 自然環境研究センター（編著）, 2019）。 

 

（２）社会的要因 

 ミステリークレイフィッシュはペット業界では比較的安価（500～

1,000 円程度）で販売されている。 

 ミステリークレイフィッシュはネットオークションなど、インターネ
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ットを通じた個人間での取引（年間約 450 件）も行われている。 

 Cambarellus 属、Faxonius 属、Procambarus 属の種は 2020 年 6 月現在

でも、インターネットを通じた個人間での取引が行われている。 

 

○特徴並びに近縁種、類似種などについて 

 14 属 459 種・亜種を含む（Crandal & Grave, 2017）。 

 小型の Cambarellus 属は体長 3cm 程度、Cambarus 属や Faxonius 属、

Procambarus 属で体長 7～15cm 程度になる（自然環境研究センター（編

著） , 2019; Taylor and Schuster，2005）。 

 国内に同科の在来種はいない。 

 ミナミザリガニ科は雌雄共に第 1腹肢を欠き、オスの第 1腹肢が生殖

器とならない点で識別可能である（川井・高畑（編著）, 2010）。ザリ

ガニ科はオスの第 1腹肢（生殖器）の先端に棘が無く、歩脚の座節に

鍵状の突起が無い点で、雌の場合は受精嚢が無い点で識別可能である。

アジアザリガニ科はオスの第 1腹肢（生殖器）先端の棘が痕跡的であ

り精子溝は極めて浅く、歩脚の座節にある鍵状の突起が丸みを帯びて

いる点で、雌の場合は受精嚢の中央部に存在する空洞部が欠けている

点で識別可能である。ただし、幼体の場合の識別は困難。 

 アメリカザリガニ科は種数も多く形態的に識別が困難な種もあり、ま

た同属の他種と雑種を作る種も知られるため、種を識別するのがより

難しい。 
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◆アジアザリガニ科（Cambaroididae spp.）（ニホンザリガニ（Cambaroides 

japonicus）を除く） 

 

○分類    エビ目 アジアザリガニ科 

 

○評価 特定外来生物 

 

○生態系被害防止外来種リスト - 

 

○原産地 朝鮮半島、北東アジア。 

 

○定着実績 導入・定着実績は知られていない。 

 

○評価の理由 

国内に定着すれば、ニホンザリガニとの競合や、植物の切断による環境の改

変や在来動植物の捕食等により在来の淡水生態系に大きな影響を与える可能

性がある。また、ザリガニペスト（アファノマイセス菌）1や白斑病のキャリア

（保菌者）になる可能性があることから、定着可能性の有無に関わらず、在来

の絶滅危惧種であるニホンザリガニを含む淡水生態系やエビ・カニ類の養殖業

に大きな影響を与える可能性がある。 

 

○被害の事例 

【生態系に係る被害】 

 ザリガニ類は様々な動物質も植物質も食べる雑食性で、高密度になる

と水草や稲、底生無脊椎動物などの捕食によって生態系へ影響を及ぼ

す可能性がある（西川ほか, 2017）。 

 ザリガニ類は水草を切断するなどして水生植物帯を破壊し、在来生態

系に影響を及ぼすことが知られている（西川ほか, 2017; 自然環境研

究センター（編著）, 2019）。 

 ペットとして取引されるザリガニ全般に対してザリガニペストや白

斑病のキャリアとなる可能性があることが指摘されている（Mrugała 

et al., 2014）。ニホンザリガニはザリガニペストへの感受性が高く

（Unestam, 1969）、影響が懸念される。 

 

○被害をもたらしうる要因 
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（１）生物学的要因 

 雑食性で多様なものを餌とすることが出来る。 

 アジアザリガニ科の種はニホンザリガニの生息地よりも寒冷な地域

が原産であるため、冬の低水温に耐えられ特にニホンザリガニの生息

域である東北地方や北海道に定着し、競合する可能性がある。 

 

（２）社会的要因 

 2003 年当時はシュクレンザリガニとチョウセンザリガニがペットと

して流通していた（ジャパンクレイフィッシュクラブ編, 2003）。ま

た、2015 年時点でチョウセンザリガニは国内においてネットオーク

ションなどインターネットを通じた個人間での取引が行われている。 

 

○特徴並びに近縁種、類似種などについて 

 1 属 6 種を含む（Crandal & Grave, 2017）。 

 頭胸甲長は 14～37 ㎜程度であり（川井・高畑（編著）, 2010）、ニホ

ンザリガニと同程度かやや大きい位と思われる。 

 国内で同じ科・属の在来種は二ホンザリガニのみである。 

 ミナミザリガニ科は雌雄共に第 1腹肢を欠き、オスの第 1腹肢が生殖

器とならない点で識別可能である（川井・高畑（編著）, 2010）。ザリ

ガニ科はオスの第 1腹肢（生殖器）の先端に棘が無く、歩脚の座節に

鍵状の突起が無い点で、雌の場合は受精嚢が無い点で識別可能である。

アメリカザリガニ科はオスの第 1腹肢（生殖器）先端の棘が発達し精

子溝が発達してチューブ状になること、歩脚の座節にある鍵状の突起

が鋭角的な点で、雌の場合は受精嚢の中央部に空洞部がある点で識別

可能である。ただし、幼体の場合の識別は困難。 

 在来のニホンザリガニとの識別は額角、腹側板､尾節､頚溝、オス第一

腹肢の形態で行う（川井・高畑（編著）, 2010）。 
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◆ミナミザリガニ科（Parastacidae spp.） 

 

○分類    エビ目 ミナミザリガニ科 

 

○評価 特定外来生物 

 

○生態系被害防止外来種リスト - 

 

○原産地 オーストラリア、ニュージーランド、ニューギニア、マダガスカ

ル、南米。 

 

○定着実績 ヤビー（Cherax destructor）（ケラクス属として特定外来生物）

はオーストラリアの自然分布域外の他、タスマニア、スペイン、

イタリアに移入されて定着している（Invasive Species 

Compendium; Souty-Grosset et al., 2006）。同じくケラクス属の

レッドクロウ（C. quadricarinatus）はオーストラリアの自然分

布域外の他、エクアドル、イスラエル、ジャマイカ、メキシコ、

プエルトリコ、シンガポール、ザンビアに移入されて定着してい

る（Invasive Species Compendium; Ahyong and Yeo, 2007）。

また、同属の C. tenuimanus は南アフリカで野外での確認事例があ

る（Moor and Holden, 1997）。Euastacus 属の種についてもオーストラ

リア国内間での移動例がある。日本国内の野外への導入・定着実

績は知られていない。 

 

○評価の理由 

特定外来生物であるケラクス属など、海外で在来種に被害を及ぼしており、

国内でも被害を及ぼす恐れが指摘されているケラクス属を含んでおり、同属他

種等に同様の性質を持つ種がある可能性があり、また、本科の種は非常に大型

になる種を含んでいるため競争力が強いため、国内に定着すればニホンザリガ

ニとの競合や、植物の切断による環境の改変や在来動植物の捕食等により在来

の淡水生態系に大きな影響を与える可能性がある。また、ザリガニペスト（ア

ファノマイセス菌）1 や白斑病のキャリア（保菌者）になる可能性があること

から、定着可能性の有無に関わらず、在来の絶滅危惧種であるニホンザリガニ

を含む淡水生態系やエビ・カニ類の養殖業に大きな影響を与える可能性がある。 

 

○被害の事例 



39 
 

【生態系に係る被害】 

 ヤビーはオーストラリアの非分布域で在来種の Euastacus 

australasiensis と置き換わったと考えられている（McCormack, 

2014）。また、侵入地で急速に分布を拡大している。 

 ヤビーは、捕食によって侵入地で絶滅危惧種を含む在来両生類やザリ

ガニを駆逐していると考えられている（U.S. Fish & Wildlife 

Service, 2019; Coughran & Daly, 2012;  Coughran et al., 2009）。 

 ケラクス属は摂食や切断により水生植物帯を破壊する（Moor and 

Holden, 1997）。 

 モデルを用いた侵略性の判定によると、Cherax 属の 2種（ヤビーと

レッドクロウ）、Euastacus 属の 5種（E. armatus、E. bispinosus、

E. dharawalus、E. kershawi、E. spinifer）が高い侵略性があると

判定された（Aquatic Invaders in the Marketplace, 2020）。 

 ザリガニ類は様々な動物質も植物質も食べる雑食性で、高密度になる

と水草や稲、底生無脊椎動物などの捕食によって生態系へ影響を及ぼ

す可能性がある（西川ほか, 2017）。 

 ザリガニ類は水草を切断するなどして水生植物帯を破壊し、在来生態

系に影響を及ぼすことが知られている（西川ほか, 2017; 自然環境研

究センター（編著）, 2019）。 

 ケラクス属はザリガニペスト（アファノマイセス菌）のキャリアにな

る。ザリガニペストの蔓延により、ヨーロッパの在来ザリガニの個体

群は地域的に壊滅するほどの大きな影響をうけた（Edgerton, 2002; 

Edgerton, et al., 2004; Mrugała et al., 2014）。ニホンザリガニ

はこの病原菌への感受性が高く（Unestam, 1969）、影響が懸念される。 

 ケラクス属は多くの病原菌や寄生生物を保持しており、これらが在来

ザリガニ類や在来生物群集に広まるおそれがある（Edgerton and 

Owens, 1999; Ahyong and Yeo, 2007）。 

 ヤビーは白斑病などのウイルス病のキャリアとなる。白斑病は宿主特

異性が低く様々な十脚目甲殻類に感染するため、在来甲殻類に壊滅的

な影響をもたらすことが懸念される（Stentiford et al., 2009）。 

 ペットとして取引されるザリガニ全般に対してザリガニペストや白

斑病のキャリアとなる可能性があることが指摘されている（Mrugała 

et al., 2014）。 

 東北北部から北海道には日本固有で絶滅危惧種のニホンザリガニが

生息しており（中田・松原, 2011）、低温耐性のあるミナミザリガニ

科のザリガニが導入されれば病原菌の蔓延などにより深刻な影響を
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与える可能性がある。 

 

○被害をもたらしうる要因 

（１）生物学的要因 

 雑食性で多様なものを餌とすることが出来る。（McCormack, 2012;  

Moor and Holden, 1997）。 

 Cherax tenuimanus は水温 4～28℃に耐えられ（Moor and Holden, 

1997）、また、Euastacus 属には標高 1000m 以上の高地に生息する種も

多いため、冬の低水温に耐えられ特にニホンザリガニの生息域である

東北地方や北海道に定着し、競合する可能性がある（Mc Cormack, 

2012）。 

 世界最大のザリガニであるタスマニアオオザリガニ（体長 76cm）や 2

番目に大きいマレーザリガニ（体長 50cm）を含み、多くの種が大型に

なる。 

 産卵数は種により異なるが、Euastacus 属の 1 ㎏を超える大型種は

1000 個以上のものが多い。Cherax 属のヤビーやレッドクロウも 300-

500 個と、在来のニホンザリガニの最大 80 個程度（川井・高畑（編

著）, 2010）と比べて非常に多い。 

 

（２）社会的要因 

 2003 年当時は Astacoides 属 4 種、タスマニアオオザリガニ、Cherax

属 8 種、Euastacus 属 3 種、Paranephrops planifrons、Parastacus 

sp.がペットとして流通していた（ジャパンクレイフィッシュクラブ

編, 2003）。また、2018 年時点で Euastacus armatus は国内において

販売が行われている。 

 

○特徴並びに近縁種、類似種などについて 

 15 属 188 種・亜種を含む（Crandal & Grave, 2017）。 

 最大のタスマニアオオザリガニは体長 70cm にもなる。ヤビーやレッ

ドクロウも体長 25cm になり、大型になる種が多い。 

 国内に同科の在来種はいない。 

 ミナミザリガニ科は雌雄共に第 1腹肢を欠き、オスの第 1腹肢が生殖

器とならない点で、ザリガニ科やアメリカザリガニ科、アジアザリガ

ニ科と区別される（川井・高畑（編著）, 2010）。ただし、幼体の場合

の識別は困難。 
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４．ディケロガンマルス・ヴィルロスス（Dikerogammarus villosus） 

 

○分類 ヨコエビ目 ヨコエビ科 ディケロガンマルス属 

 

○評価 特定外来生物 

 

○生態系被害防止外来種リスト 侵入予防外来種 

 

○原産地 東ヨーロッパ、黒海～カスピ海地方 

 

○定着実績 1920 年代から 1930 年代の間にハンガリーのドナウ川中流で確

認されたのが最初とされる。その後 1990 年代後半から急速に分

布が拡大し、西ヨーロッパ各地に侵入したことが確認されてい

る。国内での確認記録はない。 

 

○評価の理由 

非常に貪欲な捕食者であり、国内の淡水域に生息するヨコエビ類と比較して

体サイズも大きいため、多種多様な水生無脊椎動物や魚類の卵や仔魚を捕食す

ることで食物網の改変を引き起こす等、在来生物群集に大きな影響を与えると

考えられている。幅広い塩分濃度、温度で生息が可能で、淡水から汽水の広域

に侵入できる。成長速度が速く多産であるため、日本に定着すれば在来の淡水

生態系に大きな影響を与える可能性がある。 

 

○被害の事例 

【生態系に係る被害】 

 中央ヨーロッパの定着場所では、在来ヨコエビや他の外来ヨコエビを

捕食したり競合することで本種に置き換わった（Dick and Platvoet 

2000; Dick, et al., 2002）。 

 魚類の卵を捕食し、仔魚や小型の成魚を攻撃する事が知られており

(Casselato et al., 2007；Schmidt and Josens, 2004)、その捕食活

動によって侵入地の食物網を大きく改変し、在来ヨコエビ類と比べて

一段高い魚類と同様の栄養段階を占める（Van Riel et al., 2006）。 

 

【経済・産業に係る被害】 

 鉤頭虫の中間宿主であるため、サケ科魚類の病気や価値の減少の原因
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となる恐れがある（NNSS, 2015）。 

 

○被害をもたらしている要因 

（１）生物学的要因 

 幅広い温度、塩分濃度に耐性があり、淡水から汽水の広域に侵入する

（Dettloff et al., 2019）。 

 国内の淡水産の種と比べてかなり大型になる（富川・森野, 2012; 

Dettloff et al., 2019）。 

 早い成長速度と多産により素早く増加する（Dettloff et al., 2019）。 

 雑食性で多種多様の水生生物を摂食する。摂食せずに傷つけたり殺し

たりするだけの場合もある(Dick et al., 2002)。 

 

○特徴並びに近縁種、類似種などについて 

 側扁したアーチ状の体型をしている。半透明な体で、縞模様や斑点な

どがある（Dettloff et al., 2019）。最大で体長 3cm になる。 

 国内に同属の在来種はいない。 

 尾節背面に円錐状の突起を持つ。この円錐状の突起にある棘や触角の

毛によって、ディケロガマルス属の他の種と区別出来る（ÖZBEK and 

ÖZKAN,2011; Dettloff et al., 2019）。 
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５．エフクレタヌキモ（Utricularia cf. platensis）、 

ウトゥリクラリア・インフラタ（U. inflata）、 

ウトゥリクラリア・プラテンスィス（U. platensis） 

 

※国内で確認されているエフクレタヌキモの学名は U. inflata とされてきたが、

分類について再検討された結果、ウトゥリクラリア・インフラタとは形態的、

遺伝的に違いがある一方で、ウトゥリクラリア・プラテンスィスと多くの特徴

が共通することから、2018 年に学名が変更された（Kadono et al., 2019）。 

 

○分類 被子植物 タヌキモ科 タヌキモ属 

 

○評価  特定外来生物 

 

○生態系被害防止外来種リスト エフクレタヌキモは重点対策外来種 

 

○原産地       ウトゥリクラリア・インフラタは北アメリカ、ウトゥリクラ

リア・プラテンスィスは南アメリカが原産地である。エフクレ

タヌキモもウトゥリクラリア・プラテンスィスと同様に南ア

メリカの可能性が高い。 

 

○定着実績     

 エフクレタヌキモは、1990 年に静岡県磐田市で確認されたものが、

U. inflata として記録された（北村，1991）。静岡県では消失したと

の記載もあるが（清水，2003）、近年も生育が確認されている。静岡

県で確認される以前から兵庫県で確認されており（清水，2003）、大

阪府でも 2005 年に確認されている（太刀掛・中村，2007；上久保，

2007）。 

 ウトゥリクラリア・インフラタとウトゥリクラリア・プラテンスィ

スについては、日本への定着の情報はない。 

          

○評価の理由 

エフクレタヌキモは、自然性の高い貴重な生態系であるため池や湿地に生

育する希少な水生植物（水草）と競合し、駆逐する。外来のタヌキモ類の中

で、特に生態系への影響が深刻な種類である。水面だけでなく水底近くにま

で繁茂するため、水生の生物相への影響が大きく、防除が困難であることか

ら、今後分布が拡大した場合、在来の生態系に大きな被害を及ぼす可能性が
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ある。ウトゥリクラリア・インフラタとウトゥリクラリア・プラテンスィスに

ついても、形態的特徴や生態的特徴がエフクレタヌキモに類似していること

から、日本で定着した場合には、同様の被害を及ぼす可能性が高い。 

 

○被害の事例 

【生態系に係る被害】 

 エフクレタヌキモは成長が早いうえに、分枝が立体的で、葉の密度

が高いために容易に水中の空間を占有する（角野，2014）。 

 エフクレタヌキモは兵庫県の数カ所のため池で野生化し、繁茂して

いる状態が確認された（角野，2014；環境省自然環境局野生生物課，

2017）。 

【被害に係るその他の情報】 

 ウトゥリクラリア・インフラタは、アメリカで環境雑草 1や有害雑草
2とされる（Global Compendium of Weeds（GCW）； United States 

Department of Agriculture（USDA））。 

 アメリカ合衆国では、ウトゥリクラリア・インフラタが急激に増加

し、他の種類が減少することが報告された（Titus & Grisé，2009）。 

 

○被害をもたらしている要因 

（１）生物学的要因 

 環境への適応性 

熱帯から温帯に分布する。 

湖沼、ため池、湿地に生育する。 

エフクレタヌキモは殖芽を作らず、植物体のまま越冬する。 

 種子生産と分散能力 

エフクレタヌキモの開花は４～７月、まれに10～11月（北村，1991）。

エフクレタヌキモは花粉の形や大きさが不揃いで結実しない。ウトゥ

リクラリア・インフラタは結実するが、ウトゥリクラリア・プラテン

スィスは結実しない（Kadono et al., 2019）。 

 栄養体からの再生能力 

エフクレタヌキモは長さ２ｍ以上にもなり、盛んに分枝して立体的

に繁茂する（角野，2014；Kadono et al., 2019）。 

（２）社会的要因 

 エフクレタヌキモ U.inflata として流通しているもの 3が、観賞用の水

草やビオトープに利用される（阿部ら，2009；吉野，2007）。 

 

○特徴ならびに近縁種、類似種について 

 浮遊性の沈水植物で、多数の捕虫嚢 4をつける。花茎の基部に浮袋状
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の葉を６～８個輪生する（Kadono et al., 2019）。 

 エフクレタヌキモとウトゥリクラリア・プラテンスィスの花の距 5の

先端は丸く、雄しべの花糸 6 の上部は肩状に葯より上に突き出すが、

ウトゥリクラリア・インフラタの距の先端は二又状（Ｖ字型の刻み目

がある）で、花糸は丸い（Kadono et al., 2019）。 

 葉緑体のＤＮＡ分析の結果、エフクレタヌキモとウトゥリクラリア・

インフラタの間に４つの領域で違いがみられた（Kadono et al., 

2019）。 

 タヌキモ属は、世界中で約 220 種あり（Mabberley, 2017）、在来種

は、絶滅危惧種 10 種を含む 13 種と５品種がある（邑田・米倉，2012；

大橋ら，2017） 

 タヌキモ属で浮袋状の葉を輪生する近縁種として、北アメリカ原産の

ウトゥリクラリア・ラディアタ U. radiata も日本に輸入されたこと

がある。全体的に明らかに他種より小さい（Kadono et al., 2019；

小宮，1977）とされ、エフクレタヌキモ等との判別は可能である。 

 

○その他の関連情報 

 抜き取りを行う際には、植物体の断片を残さないように注意が必要

である。 

 エフクレタヌキモは、深いところにも密生するため、侵入に気づく

のが遅れると根絶は困難になる。リスクの大きな外来種である（角

野，2014）。 
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1 環境雑草（Environmental Weed） 

自然生態系に侵入する外来植物。多くの種について文献情報が得られる。過去に

は、農作物に被害を及ぼす耕地雑草が重視されてきたが、GCW では 2000 種以上の環境

雑草に関する情報を提供している。 
2 有害雑草（Noxious Weed） 

法的な規制対象（すなわち防除、根絶、封じ込め）となっている種で、米国連邦有害

雑草（US Federal Noxious Weeds）などの検疫種を含む。 

Global Compendium of Weeds（GCW）．http://www.hear.org/gcw/index.html 
3 エフクレタヌキモ（Utricularia cf. platensis）または、ウトゥリクラリア・イン

フラタ（U. inflata）の可能性がある。 
4 捕虫嚢（ほちゅうのう） 

 食虫植物が昆虫やミジンコなどの小動物を捕え、消化吸収するための球形～卵球形

の葉。 
5 距（きょ） 

花弁の一部が細長く突き出して袋状になった部分。スミレ科で特徴的である。 
6 花糸（かし） 

雄しべのうち、葯をささえている柄の部分。糸状のものが多い。 


